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「
超
高
齢
社
会
の
生
活
習
慣
と
街
づ
く
り
」

 

テ
ー
マ
に
活
発
な
議
論

第
11
回
日
本
認
知
症
予
防
学
会
学
術
集
会
が
開
催

９
月
23
日
～
25
日
、
福
岡
国
際
会
議
場

　

大
会
長
講
演
「
日
本
認
知
症
予
防
学
会

10
年
の
歩
み
と
『
認
知
症
予
防
』
の
今
後
」

で
、
西
野
憲
史
・
副
理
事
長
（
医
療
法
人
ふ

ら
て
会
西
野
病
院
理
事
⾧
・
院
長
、
社
会
福

祉
法
人
ふ
ら
て
福
祉
会
理
事
長
）
は
、
認
知

症
予
防
の
幕
開
け
か
ら
エ
ビ
デ
ン
ス
解
明
へ

と
大
き
く
進
展
し
て
き
た
こ
の
10
年
を
振

り
返
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
にLancet

に
て
「
認
知
症

予
防
の
12
の
ポ
イ
ン
ト
」
が
提
唱
さ
れ
、

生
活
習
慣
の
改
善
な
ど
に
よ
り
、
認
知
症
は

そ
の
40
％
が
予
防
で
き
る
と
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
「
認
知
機
能
低

下
及
び
認
知
症
の
リ
ス
ク
低
減
の
た
め
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
発
表
（
２
０
１
９
年
）
し
、

世
界
中
が
注
目
し
て
い
ま
す
。

　

西
野
大
会
長
は
、
そ
う
し
た
背
景
を
紹
介

し
た
上
で
、
生
活
習
慣
改
善
の
意
義
と
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
た
街
づ
く
り
に

焦
点
を
当
て
た
大
会
テ
ー
マ
を
説
明
。
自
身

が
循
環
器
内
科
で
の
動
脈
硬
化
研
究
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
地
域
の
医
療
、
ケ
ア
、
介
護
に

多
面
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
立
場
か
ら
、「
認

知
症
の
発
症
は
脳
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

全
身
疾
患
の
一
部
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ

る
。
健
康
づ
く
り
の
先
に
、
認
知
症
予
防
が

あ
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
10
年
へ
の
期
待

と
し
て
以
下
の
３
点
を
挙
げ
ま
し
た
。

①�

生
活
習
慣
病
へ
の
よ
り
積
極
的
、
効
果
的

な
介
入
に
よ
っ
て
、
動
脈
硬
化
症
の
改
善

に
伴
う
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
、
脳
血
管
性

認
知
症
の
抑
制
。

②�

生
活
不
安
改
善
へ
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
積
極
的
導

入
と
、
現
場
に
役
立
つ
個
人
情
報
保
護
法

の
選
択
的
改
善
。
そ
し
て
、
社
会
的
処
方

の
広
が
り
に
よ
っ
て
、
暮
ら

し
や
す
さ
を
改
善
す
る
こ
と
。

③�

有
効
で
安
全
安
価
な
疾
患
修

飾
薬
の
開
発
と
、
生
き
が
い

の
あ
る
く
ら
し
の
実
現
。

　

３
８
５
名
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
当
学
会
の
会
員
数
は
、

２
５
０
０
名
を
超
え
ま
し
た
。

西
野
大
会
長
は
、「
今
後
と
も
少

し
で
も
エ
ビ
デ
ン
ス
を
増
や
し
、

個
人
個
人
に
役
立
つ
研
究
と
実

践
を
続
け
て
い
き
た
い
。
当
学

会
の
役
割
は
社
会
に
と
っ
て
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
」

と
講
演
を
結
び
ま
し
た
。

　

以
下
、
東
京
都
支
部
会
員
の

発
表
を
中
心
に
、
大
会
の
様
子

を
紹
介
し
ま
す
。

　

第
11
回
日
本
認
知
症
予
防
学
会
学
術

集
会
（
西
野
憲
史
・
大
会
長
）
が
９
月

23
日
～
25
日
、
福
岡
国
際
会
議
場
で
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
超
高

齢
社
会
の
生
活
習
慣
と
街
づ
く
り
に
よ

る
認
知
症
予
防
」
を
大
会
テ
ー
マ
に
、

３
日
間
に
わ
た
り
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
１
「
エ
ビ
デ
ン
ス
委
員
会

報
告
」
で
は
、
エ
ビ
デ
ン
ス
委
員
会
の
鈴
木

正
彦
・
委
員
長
（
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
脳

神
経
内
科
・
東
京
都
支
部
長
）
と
、
同
副
委

員
長
の
櫻
井
孝
・
エ
ビ
デ
ン
ス
創
出
委
員
会

委
員
長
（
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
）

が
座
長
を
務
め
、
日
本
認
知
症
予
防
学
会
の

エ
ビ
デ
ン
ス
認
定
を
受
け
た
非
薬
物
療
法
な

ど
、
４
つ
の
演
題
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

「
エ
ビ
デ
ン
ス
委
員
会
報
告
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
１

【
乳
由
来
β
ラ
ク
ト
リ
ン
】

　

白
カ
ビ
で
発
酵
熟
成
さ
せ
た
カ
マ
ン
ベ
ー

ル
チ
ー
ズ
が
、
脳
内
炎
症
や
ア
ミ
ロ
イ
ド
β

沈
着
な
ど
の
脳
内
環
境
を
改
善
し
、
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
予
防
効
果
を
示
す
こ

と
を
解
明
し
た
。
有
効
成
分
の
ホ
エ
イ
由
来

ペ
プ
チ
ド
「
β
ラ
ク
ト
リ
ン
」
は
、
脳
内
の

ド
ー
パ
ミ
ン
分
解
酵
素
で
あ
る
モ
ノ
ア
ミ
ン

「
乳
由
来
β
ラ
ク
ト
リ
ン
お
よ
び
熟
成
ホ
ッ

プ
由
来
苦
味
酸
に
よ
る
認
知
機
能
改
善
」

阿
野 

泰
久 （
キ
リ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

Ｒ
＆
Ｄ
本
部
キ
リ
ン
中
央
研
究
所
）
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オ
キ
シ
ダ
ー
ゼ
Ｂ
の
活
性
を
阻
害
す
る
こ
と

で
、
前
頭
皮
質
や
海
馬
の
ド
ー
パ
ミ
ン
量
を

増
加
す
る
。
Ｒ
Ｃ
Ｔ
の
臨
床
試
験
で
も
、
記

憶
機
能
と
注
意
機
能
が
有
意
な
改
善
を
示
す

こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。
＝
グ
レ
ー
ド
Ａ

認
定

【
熟
成
ホ
ッ
プ
由
来
苦
味
酸
】

　

ビ
ー
ル
原
料
成
分
で
あ
る
熟
成
ホ
ッ
プ

は
、
迷
走
神
経
を
介
し
た
脳
腸
相
関
を
直
接

活
性
化
す
る
こ
と
で
、
ノ
ル
エ
ピ
ネ
フ
リ
ン

神
経
を
活
性
化
す
る
こ
と
で
、
認
知
機
能
の

改
善
が
期
待
で
き
る
。
Ｒ
Ｃ
Ｔ
臨
床
試
験
に

よ
り
、
複
数
の
こ
と
に
同
時
に
集
中
す
る
注

意
機
能
、
気
分
ス
ト
レ
ス
状
態
を
改
善
す
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
自
律
神
経
活
動

を
高
め
、
注
意
機
能
を
改
善
す
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
＝
グ
レ
ー
ド
Ｂ
認
定

【
エ
ビ
デ
ン
ス
取
得
の
意
義
】

　

消
費
者
が
信
頼
で
き
て
、
安
心
し
て
手
に

取
れ
る
科
学
エ
ビ
デ
ン
ス
を
有
し
た
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
事
業
者
と
し

て
重
要
で
あ
る
。
認
知
機
能
に
関
す
る
産
業

が
健
全
に
拡
大
し
て
い
く
に
は
、
取
得
す
べ

き
適
切
な
エ
ビ
デ
ン
ス
の
基
準
や
市
場
に
お

け
る
訴
求
の
ル
ー
ル
の
整
備
が
今
後
、
益
々

重
要
と
な
っ
て
く
る
。

　

認
知
症
の
主
た
る
原
因
疾
患
で
あ
る
ア
ル

「
抗
酸
化
サ
プ
リ
メ
ン
トTwendeeX 

の

認
知
機
能
低
下
予
防
効
果
」

田
所　
功 （
岡
山
大
学
脳
神
経
内
科
）

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
は
、
酸
化
ス
ト
レ
ス
が
大

き
く
か
か
わ
っ
て
お
り
、
早
期
か
ら
抑
制
す

る
こ
と
で
進
行
を
抑
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。TwendeeX

は
、
Ｌ-

シ
ス
チ
ン

な
ど
８
種
類
の
抗
酸
化
成
分
が
配
合
さ
れ
て

お
り
、
従
来
の
抗
酸
化
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
比

較
し
て
も
強
力
な
抗
酸
化
作
用
を
有
し
て
い

る
。
岡
山
大
学
を
中
心
に
行
っ
た
施
設
共
同

臨
床
試
験
に
お
い
て
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
患
者
に
対
す

るTwendeeX

の
認
知
機
能
低
下
抑
制
効
果

が
示
さ
れ
、
認
知
症
予
防
効
果
が
検
証
さ
れ

た
。
＝
グ
レ
ー
ド
Ａ
認
定

　

芸
術
造
形
研
究
所
で
開
発
さ
れ
た
臨
床
美

術
は
、
楽
し
み
な
が
ら
創
作
活
動
を
行
う
こ

と
で
脳
活
性
化
を
促
し
、
認
知
症
の
症
状
の

維
持
・
改
善
を
図
る
手
法
で
あ
る
。
Ｎ
Ａ
Ｔ

や
Ｄ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
の
デ
ー
タ
は
、
臨

床
美
術
が
単
に
脳
を
活
性
化
す
る
だ
け
で
な

く
、
脳
の
活
動
性
を
整
え
る
効
果
も
あ
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
た
。
創
作
活
動
に
よ
り
、
時

間
を
忘
れ
て
没
頭
す
る
体
験
（
フ
ロ
ー
体

験
）
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、
脳
活
動
性
を
整
え
る
こ
と
が
、
脳
活

性
化
や
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
の
軽
減
に
も
役
立
っ
て
い

る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
た
。

　

非
薬
物
療
法
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
さ
ら
に
評

価
す
る
こ
と
は
、
現
時
点
で
は
困
難
で
、
新

「
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
（
臨
床
美
術
）」

辻　
正
純 （
辻
内
科
循
環
器
科
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

た
な
評
価
方
法
の
開
発
が
望
ま
れ
る
。

＝
グ
レ
ー
ド
Ｃ
（
認
知
症
患
者
の
知
的
機
能

を
改
善
す
る
可
能
性
が
あ
る
）
／
グ
レ
ー
ド

Ｂ
（
認
知
症
患
者
の
情
動
障
害
〈
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
〉

の
改
善
効
果
が
認
め
ら
れ
る
）

　

認
知
症
予
防
に
つ
な
が
る
ダ
ン
ス
療
法
を

確
立
し
た
い
と
、
11
年
間
学
会
と
と
も
に

歩
ん
で
き
た
。
ダ
ン
ス
療
法
は
、回
想
療
法
・

芸
術
療
法
・
運
動
療
法
・
有
酸
素
運
動
を
包

含
し
て
い
る
動
き
で
あ
る
。
誰
も
が
口
ず
さ

め
る
曲
に
乗
っ
て
曲
想
を
生
か
し
た
振
り
付

け
を
し
、
生
活
動
作
で
使
わ
れ
て
い
る
関
節

や
筋
肉
以
外
を
〝
意
図
的
〟
に
使
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　

エ
ビ
デ
ン
ス
取
得
の
た
め
被
験
者
を
募
集

し
レ
ッ
ス
ン
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
身
体
機
能

が
い
ず
れ
の
項
目
も
向
上
し
た
。
経
験
者
よ

り
も
初
心
者
の
方
が
知
的
に
も
情
動
的
に
も

Ａ
Ｄ
Ｌ
的
に
も
良
い
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。

認
知
機
能
健
常
な
後
期
高
齢
者
に
お
い
て
、

ダ
ン
ス
療
法
は
身
体
機
能
向
上
と
Ｂ
Ｍ
Ｉ
健

全
化
と
い
っ
た
身
体
機
能
に
対
す
る
好
影
響

だ
け
で
な
く
、
特
に
ダ
ン
ス
療
法
開
始
前
の

知
的
機
能
や
情
動
機
能
が
や
や
悪
い
集
団

に
、
そ
れ
ぞ
れ
知
的
機
能
と
情
動
機
能
の
明

ら
か
な
向
上
を
も
た
ら
し
た
。

「
ダ
ン
ス
療
法
が
目
指
す
認
知
症
予
防
エ
ビ

デ
ン
ス
の
あ
り
方
」

利
根
川
久
女
紅 （
利
根
川
Ｋ
ス
タ
ジ
オ　
日
本
リ

ン
パ
ビ
ク
ス
協
会
）

　

軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
は
、
認
知
症

と
は
い
え
な
い
が
、
知
的
に
正
常
と
も
い
え

な
い
状
態
で
あ
り
、
年
間
５
～
15
％
認
知

症
に
コ
ン
バ
ー
ト
（
進
展
）
す
る
。

　

診
断
の
た
め
に
は
、
記
憶
、
遂
行
機
能
、

言
語
機
能
、
視
空
間
機
能
、
注
意
な
ど
の
評

価
が
必
要
で
あ
り
、健
忘
型
か
非
健
忘
型
か
、

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
に
複
数
の
認
知
機
能
の
低
下

が
あ
る
か
に
よ
り
４
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

　

Ｍ
Ｃ
Ｉ
を
検
出
す
る
た
め
の
評
価
尺
度
と

し
て
は
、
認
知
症
の
診
断
に
よ
く
用
い
ら
れ

るMini Mental State Examination

（
Ｍ
Ｍ

Ｓ
Ｅ
）
で
は
十
分
で
は
な
く
、
複
数
の
認
知

機
能
を
比
較
的
負
担
が
少
な
く
実
施
で
き
る

Montreal Cognitive Assessment-Japanese 
version(MoCA-J)

が
推
奨
さ
れ
る
。

　

年
間
16
～
41
％
リ
バ
ー
ト
（
正
常
状
態

に
戻
る
）
す
る
た
め
、
リ
バ
ー
ト
に
向
け
て

で
き
る
こ
と
を
確
認
し
実
行
し
て
い
く
こ
と

は
、
こ
の
時
期
に
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
は
認
知
症
に
進
展
す
る
以

前
の
状
態
で
あ
り
、
意
思
決
定
能
力
を
十
分

有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
認
知
症
に
進
展
し

た
後
の
状
態
へ
の
受
容
や
、
そ
の
後
の
療
養

「
Ｍ
Ｃ
Ｉ
診
療
に
お
け
る

認
知
症
予
防
専
門
医
の
役
割
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
５

「
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
診
断
と
評
価
尺
度
」

松
村
美
由
起 

（
東
京
女
子
医
科
大
学
附
属
成
人

医
学
セ
ン
タ
ー
脳
神
経
内
科
）

生
活
に
備
え
る
た
め
に
大
切
な
期
間
で
あ
る
。

　

Ｍ
Ｃ
Ｉ
と
診
断
し
た
場
合
、
そ
の
状
態
に

つ
い
て
、
ま
た
認
知
症
に
進
展
し
た
後
の
生

活
に
つ
い
て
当
事
者
に
よ
く
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
時
間
を
か
け
て
十
分
に
話
し
合
い
を

重
ね
て
、
そ
の
後
の
生
活
へ
の
希
望
も
含
め

た
意
志
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
医
療
者
と

し
て
は
病
状
の
推
移
に
つ
い
て
十
分
な
経
過

観
察
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

脳
機
能
を
賦
活
さ
せ
る
課
題
と
運
動
を
同

時
に
行
う
複
合
的
運
動
は
、
認
知
症
予
防
に

効
果
的
で
あ
る
。
ダ
ン
ス
に
代
表
さ
れ
る
複

合
運
動
が
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
病
気
進
行

を
遅
ら
せ
る
と
い
う
報
告
に
着
目
し
、
Ｍ
Ｃ

Ｉ
患
者
に
ダ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、

そ
の
効
果
を
検
証
し
た
。

　

ダ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
認
知
機
能
に
与
え

る
影
響
と
し
て
、
認
知
症
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

ス
コ
ア
は
多
く
の
Ｍ
Ｃ
Ｉ
患
者
で
診
断
後
数

年
で
低
下
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
参
加
者
に
お
け
る
認
知
機
能
低
下
の
程

度
は
、
非
介
入
群
と
比
較
す
る
と
緩
や
か
な

傾
向
が
あ
っ
た
。
長
期
的
な
予
防
効
果
の
評

「
認
知
症
予
防
と
運
動
２
」

一
般
演
題
４

「
認
知
症
予
防
に
お
け
る

ダ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用
」

山
田　
碧 

（
東
京
都
済
生
会
中
央
病
院
認
知
症
疾

患
医
療
セ
ン
タ
ー
）
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価
に
は
、
よ
り
多
く
の
患
者
で
検
証
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ス
参
加
の
前
後
で
不
安
軽
減

効
果
が
示
さ
れ
た
。
ク
ラ
ス
の
大
半
が
コ
ロ

ナ
禍
だ
っ
た
が
、
短
期
的
で
も
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
へ
の
良
い
影
響
を
与
え
る
と
考
え
る
。

　

ダ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
患
者
の

み
な
ら
ず
、
健
康
増
進
活
動
と
し
て
一
般
高

齢
者
の
社
会
参
加
を
促
す
契
機
と
な
る
。
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
病
院
等
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
で
の
実
施
も
可
能
で
あ
る
。

　

将
来
的
に
認
知
症
予
防
に
有
効
な
非
薬
物

療
法
の
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
取
り
入
れ
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ

が
終
息
し
た
折
に
は
、
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
拡
充
が
不
可
避
と
考

え
ら
れ
、
今
か
ら
態
勢
を
整
え
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　
「
生
き
活
き
元
気
塾
」
の
活
動
は
、「
元
気

で
楽
し
く
、
健
康
的
に
長
生
き
の
で
き
る
高

齢
社
会
、
地
域
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
て

い
る
。「
誰
も
が
認
知
症
を
予
防
で
き
る
地

域
づ
く
り
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
、「
認
知

症
予
防
・
フ
レ
イ
ル
予
防
の
普
及
、
実
践
」

「
健
康
寿
命
の
延
伸
」「
脳
活
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
」
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

生
き
活
き
脳
活
倶
楽
部
は
、
主
に
健
常
な

シ
ニ
ア
や
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
方
向
け
の
教
室
で
、
全

「
認
知
症
予
防
教
室
２
」

一
般
演
題
20

（　　　　　　　　　　　　　  　）

（　　　　　　　　　　　　　  　）

The 11th Annual Meeting of Japan Society for Dementia Prevention

2022年9月23日 25日

西野 憲史

福岡国際会議場 

超高齢社会の生活習慣と街づくりによる認知症予防

医療法人ふらて会 西野病院 理事長・院長
社会福祉法人ふらて福祉会 理事長

医療法人ふらて会 西野病院
〒805-0033 北九州市八幡東区山路松尾町13-27
TEL：093-653-2122

〒812-0032 　福岡県福岡市博多区石城町２－１　TEL:092-262-4111

学術集会事務局 （株）JTBコミュニケーションデザイン
〒810-0072　福岡市中央区長浜1-1-35-4F
TEL：092-751-3244   E-mail：jsdp2022@jtbcom.co.jp

運営事務局

金 日

大会長

木村 成志
井手 芳彦
後藤 誠一

副大会長

会　場

第11回
日本認知症予防学会

学術集会

https://jsdp2022.org/

～

（大分大学医学部神経内科学講座 准教授）

社会医療法人財団白十字会佐世保中央病院
認知症疾患医療センター センター長

（医療法人藤誠会後藤クリニック 理事長・院長）

3月 ９ 日（水）～
6月13日（月）正午迄

演題募集期間

ハイブリッド開催

2022年

身
の
運
動
（
ス
ト
レ
ッ
チ
・
筋
ト
レ
・
有
酸

素
）
プ
ラ
ス
身
体
を
使
っ
た
脳
ト
レ
ゲ
ー
ム

等
を
独
自
に
開
発
し
て
行
っ
て
い
る
。

　

エ
ビ
デ
ン
ス
取
得
の
た
め
、
地
域
在
住
の

高
齢
者
を
対
象
に
、
生
き
活
き
脳
活
倶
楽
部

の
脳
機
能
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、

開
始
前
後
に
Ｔ-

Ｄ
Ａ
Ｓ
検
査
を
実
施
し
て

そ
の
効
果
を
検
証
し
た
（
江
東
区
城
東
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
、
北
区
立
い
き
が
い
活
動
セ

ン
タ
ー
「
き
ら
り
あ
北
」
で
実
施
）。

　

そ
の
結
果
、
参
加
者
の
９
割
が
記
憶
に
関

係
す
る
単
語
再
認
の
ス
コ
ア
が
上
が
る
こ
と

が
分
か
り
、
参
加
者
の
Ｔ-

Ｄ
Ａ
Ｓ
の
ス
コ

ア
は
有
意
義
に
改
善
さ
れ
た
。
当
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
認
知
症
予
防
に
有
効
な
可
能
性
が
推

察
さ
れ
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
も
「
と
て
も
楽

し
か
っ
た
」「
普
段
使
っ
て
い
な
い
脳
を
使

え
た
」
な
ど
、
ほ
ぼ
全
員
か
ら
よ
い
感
想

が
得
ら
れ
た
。プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
わ
る
と
、

表
情
が
明
る
く
会
話
が
活
発
に
な
っ
て
い

く
方
が
多
く
見
ら
れ
た
。
参
加
者
の
約
８

割
が
継
続
の
強
い
希
望
が
あ
る
の
で
、
今

後
は
自
主
サ
ー
ク
ル
を
発
足
さ
せ
て
、
教

室
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
。

　

鈴
木
正
彦
支
部
長
が
座
長
を
務
め
、
古

和
久
朋
教
授
（
神
戸
大
学
大
学
院
保
健
学

研
究
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
学
領

域
）
が
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
（
Ａ
Ｄ
）

研
究
の
歴
史
か
ら
、
抗
体
療
法
の
最
新
情

報
ま
で
を
解
説
し
ま
し
た
。

　
「
Ａ
Ｄ
は
脳
内
に
老
人
斑
と
神
経
原
線

維
変
化
と
呼
ば
れ
る
２
つ
の
病
理
構
造
物

が
大
量
に
蓄
積
し
、
神
経
細
胞
死
を
伴
い

認
知
症
の
症
状
を
発
症
す
る
神
経
変
性
疾

患
。
そ
れ
ぞ
れ
の
主
要
構
成
タ
ン
パ
ク
が

ア
ミ
ロ
イ
ド
β
（
Ａ
β
）
と
過
剰
リ
ン
酸

化
タ
ウ
で
あ
る
。
Ａ
β
の
蓄
積
を
Ａ
Ｄ
の

最
初
期
の
変
化
と
す
る
ア
ミ
ロ
イ
ド
カ
ス

ケ
ー
ド
仮
説
に
基
づ
き
、
根
本
治
療
薬
の

開
発
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　

先
行
治
験
の
失
敗
を
踏
ま
え
て
、
早
期

「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
疾
患

修
飾
薬
の
実
用
化
に
向
け
て
」

教
育
講
演
１

診
断
に
有
用
で
あ
り
病
気
の
進
行
を
反
映

す
る
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
の
確
立
、
各
種
プ

ロ
ト
コ
ー
ル
の
統
一
化
を
目
指
し
て
、
Ａ

Ｄ
Ｎ
Ｉ
研
究
が
米
国
な
ど
で
ス
タ
ー
ト
。

日
本
で
も
２
０
０
７
年
頃
か
ら
実
施
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
治
験
の
結
果

と
し
て
、
昨
年
６
月
に
は
ア
ミ
ロ
イ
ド

カ
ス
ケ
ー
ド
仮
説
に
基
づ
き
Ａ
β
を
標

的
と
し
た
抗
体
療
法Aducanumab

が
Ｆ

Ｄ
Ａ
の
条
件
付
き
承
認
を
得
た
。
こ
れ

に
続
くLecanemab

、Gantenerumab

、

Donanemab

の
３
剤
の
第
３
相
試
験
の
結

果
が
、
今
秋
か
ら
来
年
前
半
に
か
け
て
発

表
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
発
症
後
の
治
療
開
始
で
は
十

分
な
効
果
が
得
ら
れ
な
い
可
能
性
が
高

く
、
前
臨
床
期
（
プ
レ
ク
リ
ニ
カ
ル
期
）

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
へ
の
治
験
が
進
行
中

で
あ
る
。
症
状
の
な
い
前
臨
床
期
Ａ
Ｄ
の

〝
患
者
〟
の
リ
ク
ル
ー
ト
は
難
し
く
、
治

験
参
加
候
補
者
コ
ホ
ー
ト
の
構
築
を
目
指

す
Ｊ-

Ｔ
Ｒ
Ｃ
研
究
が
展
開
さ
れ
て
い

る
」

　

講
演
を
受
け
て
鈴
木
座
長
が
、「
こ
の

問
題
に
取
り
組
む
に
は
、
プ
レ
ク
リ
ニ
カ

ル
・
フ
ェ
ー
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
。
国
民
的
な
課
題
な
の

で
、
会
員
の
先
生
方
は
ぜ
ひ
、
Ｊ-

Ｔ
Ｒ

Ｃ
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
、
Ａ
Ｄ
の
先
進
的

研
究
の
発
展
に
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
」

と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

「
生
き
活
き
脳
活
倶
楽
部（
認
知
症
予
防
教
室
）

の
取
り
組
み
。脳
活
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
測
定

（
Ｔ-

Ｄ
Ａ
Ｓ
）」

本
多 

慶
吉 （
Ｎ
Ｐ
Ｏ
生
き
活
き
元
気
塾
）、共
同
演
者・

瀬
藤　
尚
文
（
江
東
区
城
東
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
ほ
か
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「
行
っ
て
み
よ
う
か
認
知
症
カ
フ
ェ
」
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ
Ｉ
Ｍ
ネ
ッ
ト
主
催
、
日
本
認

知
症
予
防
学
会
東
京
都
支
部
の
共
催
に
よ

り
、
東
京
都
中
央
区
に
お
い
て
毎
月
開
催
し

て
お
り
ま
す
。「
ア
カ
デ
ミ
ー
と
医
療
・
介
護

の
現
場
を
車
の
両
輪
で
走
ろ
う
」
と
い
う
共

通
理
念
の
も
と
、
２
０
２
１
年
11
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。
会
場
は
中
央
区
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

認
知
症
カ
フ
ェ
の
先
駆
者
と
し
て
著
名
な

金
沢
大
学
教
授
・
小
野
賢
二
郎
先
生
に
は
、

認
知
症
カ
フ
ェ
の
実
践
上
の
ご
指
導
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
都
支
部
の
理
事

で
あ
る
國
枝
洋
太
先
生
並
び
に
多
彩
な
講
師

陣
に
は
会
場
で
の
講
演
・
相
談
の
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
東
京
都
支
部
に
は
学
術

と
実
践
活
動
の
両
面
か
ら
、
継
続
的
な
開
催

計
画
の
提
案
を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

認
知
症
カ
フ
ェ
の
参
加
者
は
、
地
域
の
高

齢
者
と
ご
家
族
、
講
師
は
医
療
と
介
護
に
携

わ
る
多
彩
な
顔
ぶ
れ
で
す
。

行
っ
て
み
よ
う
か
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」

寄
り
添
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
と
研
修

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ
Ｉ
Ｍ
ネ
ッ
ト
理
事
長　

二
宮 

英
温

仙
台
敬
老
奉
仕
会
・
東
京
分
教
場

の
開
講

　

こ
の
た
び
、
元
東
北
大
学
医
学
部
長
の
吉

永
馨
先
生
が
設
立
さ
れ
た
仙
台
敬
老
奉
仕
会

の
「
東
京
分
教
場
」
を
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」

で
実
践
す
る
運
び
と
な
り
、
認
知
症
カ
フ
ェ

で
「
寄
り
添
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
募
集
・

研
修
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

寄
り
添
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
認
知
症
患

者
ば
か
り
で
な
く
、
孤
独
な
高
齢
者
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
す
。
東
京
分
教
場
の
活

動
は
、
決
し
て
大
上
段
に
振
り
か
ぶ
る
も
の

で
は
な
く
、
ま
ず
は
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
小

さ
な
第
一
歩
を
踏
み
出
す
草
の
根
運
動
だ
と

心
得
て
お
り
ま
す
。

　

仙
台
敬
老
奉
仕
会
の
東
京
分
教
場
の
開
講

に
あ
た
り
、
Ｃ
Ｉ
Ｍ
ネ
ッ
ト
は
大
き
な
使
命

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

応
え
る
た
め
、
最
初
に
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
の

企
画
作
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
は

３
部
構
成
で
作
成

　

テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
は
、
三
部
で
構
成
し
て

お
り
ま
す
。

　

第
一
部
は
吉
永
理
事
長
の
ご
講
演
「
超
高

齢
化
社
会
を
乗
り
切
ろ
う
」
を
全
文
掲
載
し

て
い
ま
す
。
講
演
内
容
は
こ
れ
ま
で
の
活
動

の
集
大
成
で
あ
り
、
人
生
１
０
０
年
時
代
へ

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
提
言
で
す
。

　

第
二
部
は
仙
台
敬
老
奉
仕
会
の
呼
び
か
け

に
呼
応
し
、
宮
城
県
富
谷
市
と
社
会
福
祉
協

議
会
、
高
齢
者
６
施
設
が
一
体
と
な
り
取
り

組
む
、「
地
域
と
施
設
の
支
え
合
い
事
業
『
と

み
サ
ポ
こ
こ
ろ
ね
』（
富
谷
モ
デ
ル
）
の
先
進

的
活
動
」
で
す
。
市
が
１
９
９
９
年
か
ら
積

み
重
ね
て
き
た
実
績
の
基
盤
上
に
、
社
会
が

切
望
す
る
地
域
活
動
の
規
範
を
示
し
た
背
景

を
、
現
地
リ
ポ
ー
ト
を
交
え
て
構
成
し
て
お

り
ま
す
。

　

第
三
部
は
、
東
京
分
教
場
が
第
一
歩
を
踏

み
出
す
た
め
、
マ
ズ
ロ
ー
の
欲
求
の
５
段
階

説
を
教
材
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
自

己
実
現
」
に
つ
い
て
考
察
し
ま
し
た
。
大
津

陽
子
・
Ｃ
Ｉ
Ｍ
ネ
ッ
ト
理
事
（
東
京
都
支
部

事
務
局
長
）
と
私
の
対
談
形
式
に
し
て
お
り

ま
す
。

　

東
京
分
教
場
開
講
の
主
た
る
目
的
は
、
富

谷
市
の
実
践
モ
デ
ル
を

教
材
と
し
て
、
仙
台
敬

老
奉
仕
会
の
活
動
を
東

京
首
都
圏
に
広
め
て
い

く
こ
と
で
す
。

　

タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン

の
群
立
す
る
東
京
首
都

圏
で
は
、
地
域
で
培
わ

れ
て
き
た
歴
史
と
文
化

を
尊
重
し
、
時
代
の
変

化
に
即
応
し
な
が
ら
、

新
た
な
発
想
で
文
化

を
育
み
、
さ
ら
に
都
市

型
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
文

化
の
創
出
に
踏
み
出
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。

　

方
法
論
と
し
て
は
富
谷
モ
デ
ル
の
成
功
事

例
を
範
と
し
て
、
着
実
に
実
践
す
る
こ
と
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

「
お
友
達
に
な
る
」
「
友
情
訪
問
」

　

で
は
、「
寄
り
添
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
活

動
と
は
ど
う
い
う
こ
と
を
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　

吉
永
先
生
は
「
お
友
達
に
な
る
」
と
言
わ

れ
ま
す
。
海
外
で
は
「
友
情
訪
問
」
と
言
わ

れ
ま
す
。
た
だ
黙
っ
て
隣
に
座
り
、
寄
り
添

う
こ
と
が
寄
り
添
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

孤
独
な
高
齢
者
は
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
オ

ム
ツ
を
し
て
い
て
も
年
を
取
っ
た
赤
ち
ゃ
ん

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
生
の
先
輩
で
す
。
尊

敬
の
念
を
も
っ
て
隣
に
座
り
、
お
名
前
を
覚

え
て
き
ち
ん
お
名
前
を
お
呼
び
す
る
の
も
大

切
で
す
。「
あ
な
た
の
隣
に
私
が
い
る
か
ら
安

心
し
て
ね
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
心
の
中

で
発
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
で
充
分
な
の
で
す
。

（
以
上
は
、
吉
永
先
生
の
著
書
『
日
本
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
文
化
を
』〈
Ｃ
Ｉ
Ｍ
ネ
ッ
ト
刊
〉
か

ら
抜
粋
）

　

初
心
者
の
方
は
基
礎
研
修
を
受
け
て
か

ら
、
先
輩
に
つ
い
て
お
よ
そ
３
回
く
ら
い
、

高
齢
者
施
設
で
こ
の
よ
う
な
光
景
を
見
て
い

た
だ
け
れ
ば
い
い
の
で
す
。
Ｏ
Ｊ
Ｔ
（
現
場

研
修
）
で
す
。
高
齢
者
が
明
る
く
な
る
だ
け

マズローの欲求5段階説

自己実現の欲求

承認の欲求

所属と愛の欲求

安全の欲求

生理的欲求
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『行ってみようか認知症カフェ』
今後の日程と「ちょこっと勉強会」予定
※�勝どきデイルーム（東京都中央区）にて、
午後２時～４時開催

行ってみようか
認知症カフェ

10月23日㈰　午後2時～4時

色々な困りごとの相談コーナー
あり

ちょこっと勉強会あります
講師の先生に相談できます

第11回

主催　　　　　　　共催 :日本認知症予防学会東京都支部　　　　　　　　　　　　　

どなたでも参加できます
　　　　　　　　　　　お茶代

　　　　　　　100円

連絡先;日本認知症予防学会　
東京都支部 事務局　
〒104-0032
東京都中央区八丁堀 3－28－14
TEL：03-3553-0631　
Email:info@tokyoninchishou.jp

会場;勝どきデイルーム
中央区勝どき1-5-1 (1階)
【交通】
大江戸線「勝どき駅」Ａ1出口徒
歩3分

ちょこっと勉強会
「ハッピーエンディングを
　　　　迎えるために心がけること」

K)グローバルケアトータルライフケア課チーフマネージャー 
            講師：一言奈津江先生

財務担当理事
　　　鈴木 正彦

理事会
　支部長　鈴木 正彦

日本認知症予防学会東京都支部
理事会組織図

副支部長　荒川 千晶 広報担当理事
　　　松村 美由起

広報担当理事
　　　荒川 千晶

学術担当理事
　　　繁田 雅弘

地域連携担当理事
　　　荒川 千晶

顧問
　　　小野 賢二郎

学術担当理事
　　　三條 伸夫

地域連携担当理事
　　　國枝 洋太

で
は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
れ
た
方
も

楽
し
い
と
感
じ
る
こ
と
な
の
で
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は

地
域
連
携
の
要

　

２
０
０
５
年
の
介
護
保
険
法
で
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
い
う
地
域
完
結
型
の
医

療
・
介
護
・
福
祉
の
枠
組
み
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
生
涯
を
全

う
す
る
地
域
社
会
の
ス
キ
ー
ム
で
す
。

　

地
域
住
民
は
、
自
助
・
共
助
（
互
助
）・
公

助
を
補
完
し
合
い
、
親
和
融
合
さ
せ
な
が
ら

最
期
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
自
ら
の
住
環

境
を
構
想
し
、
そ
の
土
地
の
文
化
を
創
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

と
り
わ
け
高
齢
者
介
護
の
要
諦
は
、
あ
く

ま
で
自
立
支
援
の
介
助
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。要
介
護
者
自
身
の
自
立
を
、近
隣
の
互
助
・

地
域
の
共
助
・
国
の
公
助
が
連
携
し
て
支
援

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

何
卒
、
仙
台
敬
老
奉
仕
会
・
東
京
分
教
場

の
開
講
に
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
賛
同
、

ご
指
導
を
賜
り
た
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

11 月 27日（日）
松本 深雪 様
順天堂大学医学部附属
順天堂東京江東高齢者センター
リハビリテーション科作業療法士
「ヨガと認知症」
12 月 25日（日）
岩井 ますみ 様
大人のおしゃれレッスン
イリデセンス
認知症予防専門士
カラーコーディネーター
「認知症予防　心も体も元気よく（仮）」
2023 年 1月 22日（日）
小野 賢二郎 様
金沢大学医薬保健研究域医学系
脳老化・神経病態学（脳神経内科学）教授
「認知症」
2 月 26日（日）
佐藤 典子 様
順天堂大学医学部附属
順天堂東京江東高齢者センター
看護師
「認知症の行動心理症状について」
3 月 26日（日）
荒川 千晶 様
医療法人社団礼恵会
むすび葉クリニック渋谷 副院長
「訪問診療　在宅医療」

〈事務局〉
事務局長　大津 陽子
相 談 役　二宮 英温
事 務 局　板井 朱美
　　　　　永井 優子（会報担当）
　　　　　二宮 康隆（システム担当）
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高
齢
化
人
口
の
急
激
な
増
加
に
伴
い
、
加

齢
と
と
も
に
有
病
率
が
増
加
す
る
認
知
症
の

患
者
数
は
今
後
も
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
わ
が
国
の
人
口
動
態
に
は
二
つ
大
き
な

山
が
あ
る
の
が
特
長
で
、
一
方
が
団
塊
世
代

（
１
９
４
７
年
〈
昭
和
22
年
〉
～
１
９
４
９

年
〈
昭
和
24
年
〉
に
生
ま
れ
た
世
代
）、
も

う
一
方
が
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
（
１
９
７
１

年
〈
昭
和
46
年
〉
～
１
９
７
４
年
〈
昭
和

49
年
〉
に
生
ま
れ
た
世
代
）
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
が
、
団
塊
世
代
が
今
後
10
年
の
う

ち
に
80
代
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
認
知
症

に
対
す
る
取
組
み
は
今
後
益
々
重
要
な
取
組

課
題
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

社
会
保
障
制
度
の
補
完
を
主
た
る
役
割
と

す
る
生
命
保
険
会
社
に
と
っ
て
も
、
未
曽
有

の
高
齢
化
の
進
展
を
見
据
え
た
取
組
み
は
急

務
で
あ
り
、
そ
の
一
つ
に
認
知
症
分
野
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
講
演
で
は
、
住
友
生

命
保
険
相
互
会
社
と
し
て
、
高
齢
者
お
一
人

お
ひ
と
り
のWell-Being

（
よ
り
良
く
生
き

る
）
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
、

そ
の
一
端
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

認
知
症
を
取
り
巻
く
環
境
認
識

　

認
知
症
の
患
者
数
は
、
わ
が
国
の
高
齢
化

と
と
も
に
増
加
し
て
お
り
、
２
０
１
２
年
時

点
で
は
約
４
６
２
万
人
（
65
歳
以
上
人
口

の
う
ち
15
％
、
お
よ
そ
７
人
に
１
人
）
で

し
た
が
、
２
０
２
５
年
に
は
約
６
７
５
万
人

（
65
歳
以
上
人
口
の
う
ち
19
％
、
お
よ
そ
５

人
に
１
人
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
公
的
介
護

保
険
制
度
に
お
け
る
「
介
護
が
必
要
と
な
っ

た
主
な
要
因
」
で
も
、２
０
１
６
年
以
降
「
認

知
症
」
が
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
中
で
も
圧
倒
的
に
多
い
の
が
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
（
約
68
％
）
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
記
憶
・
認
知
・
判
断
な
ど
の

認
知
機
能
が
大
き
く
低
下
す
る
た
め
、
日
常

生
活
に
お
い
て
も
少
な
か
ら
ず
支
障
が
懸
念

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
認
知
症
は
長
年
か

け
て
徐
々
に
進
行
す
る
病
気
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ま
だ
日
常
生
活
へ
の
影
響
が
限

定
的
な
軽
度
認
知
障
害
（Mild Cognitive 

Impairment

：
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
時
点
で
早
期
発
見

し
、
適
切
な
服
薬
管
理
指
導
等
を
行
う
こ
と

が
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

住
友
生
命
の
取
組
み

　

前
述
の
環
境
認
識
も
踏
ま
え
、
将
来
の
認

知
症
リ
ス
ク
に
備
え
る
保
障
（
認
知
症
・
Ｍ
Ｃ

Ｉ
と
診
断
さ
れ
た
と
き
、
契
約
時
点
で
約
定

し
た
金
額
を
お
支
払
い
す
る
生
命
保
険
）
の

ご
提
供
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、
住
友
生
命

と
し
て
は
、
予
防
・
早
期
発
見
に
向
け
た
取

組
み
、
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
後
も
安
心
し

て
ご
契
約
を
継
続
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
要
因
に
は
様
々
な
も
の
が
あ

り
、
加
齢
・
遺
伝
子
と
い
っ
た
リ
ス
ク
の
他

に
、
喫
煙
・
運
動
不
足
等
、
日
頃
の
生
活
習

慣
に
依
存
す
る
も
の
も
相
応
に
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
点
に
も
着
目
し
、
弊
社
で
は
リ
ス

ク
に
備
え
る
保
障
と
あ
わ
せ
て
、
２
０
１
８

年
よ
り
独
自
の
健
康
増
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご

提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

毎
年
の
健
康
診
断
で
「
健
康
状
態
を
把
握
」

す
る
ス
テ
ッ
プ
と
日
々
の
運
動
等
に
取
り
組

む
「
健
康
状
態
を
改
善
」
す
る
ス
テ
ッ
プ
に

大
別
さ
れ
ま
す
が
、
日
々
の
健
康
増
進
活
動

を
ポ
イ
ン
ト
化
し
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
数
に
応

じ
て
保
険
料
の
割
引
き
や
様
々
な
リ
ワ
ー
ド

と
呼
ば
れ
る
ご
褒
美
が
受
け
取
れ
る
仕
組
み

で
、
参
加
者
の
行
動
変
容
を
促
す
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
い
わ
ば
一

次
予
防
と
位
置
付
け
ら
れ
る
取
組
み
で
す

が
、
今
後
も
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
な

が
ら
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
行
い
、
よ
り
魅
力
あ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

今
後
に
向
け
て

　

未
曽
有
の
高
齢
化
の
進
展
と
相
俟
っ
て
、

高
齢
化
社
会
の
課
題
で
あ
る
認
知
症
へ
の
取

組
み
は
わ
が
国
に
と
っ
て
も
益
々
重
要
な
も

の
と
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
認

知
症
の
患
者
様
お
一
人
お
ひ
と
り
のW

ell-

認
知
症
に
関
連
し
た
保
険

住
友
生
命
保
険
相
互
会
社 

商
品
部 

商
品
開
発
室
長　

奥
下 

高
英

being

（
よ
り
良
く
生
き
る
）
に
向
け
、
医

療
現
場
で
日
夜
ご
尽
力
さ
れ
る
医
療
従
事
者

の
皆
様
と
共
に
、
隣
接
業
界
も
力
を
あ
わ
せ

て
各
種
取
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

と
考
え
て
お
り
、
弊
社
と
し
て
も
、
引
き
続

き
皆
様
の
ご
期
待
に
添
え
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

※�

本
稿
は
第
７
回
Ｗ
ｅ
ｂ
講
演
会
（
10
月
15
日

～
11
月
13
日
）
の
抄
録
で
す
。
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リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

１
．	

認
知
症
に
お
け
る

	

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は

　

従
来
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
作
業

療
法
士
が
中
心
と
な
っ
て
認
知
症
の
診
断
後

の
患
者
に
対
し
て
、
生
活
機
能
の
回
復
を
促

す
目
的
で
実
施
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
認

知
症
の
三
次
予
防
と
し
て
、
医
療
機
関
や
介

護
施
設
、
居
宅
訪
問
な
ど
で
認
知
症
に
対
す

る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
近
年
で
は
、
重
症
化
予
防
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、
発
症
遅

延
な
ど
の
一
次
も
し
く
は
二
次
予
防
の
段
階

で
、
理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
、
言
語
聴

覚
士
が
積
極
的
に
認
知
症
の
予
防
を
目
的
と

し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
場
面
が

増
え
て
き
て
い
る
。

　

認
知
症
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

記
憶
障
害
や
実
行
機
能
障
害
、
失
語
、
失
行
、

失
認
な
ど
の
中
核
症
状
と
、
そ
れ
に
付
随
し

て
出
現
す
る
行
動
心
理
症
状
に
よ
っ
て
影

響
を
受
け
た
日
常
生
活
動
作
や
手
段
的
日
常

生
活
動
作
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（Quality of life

）
を

改
善
も
し
く
は
維
持
す
る
こ
と
が
目
的
と
な

る
。
国
家
資
格
を
持
つ
理
学
療
法
士
や
作
業

療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
は
、
医
師
か
ら
の
処

方
を
受
け
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

す
る
が
、近
年
で
は
認
知
症
の
人
を
中
心
に
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
に
加
え
て
看

護
師
や
薬
剤
師
、
臨
床
心
理
士
、
介
護
福
祉

士
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

２
．�

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職

と
認
知
症

１
）
地
域
で
取
り
組
む
認
知
症
予
防

　
　
（
一
次
～
二
次
予
防
）

　

一
次
予
防
も
し
く
は
二
次
予
防
に
該
当
す

る
高
齢
者
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
約

85
％
を
占
め
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
多
く
は
地
域
在
住
者
で
あ
り
、
認
知
症
の

一
次
予
防
お
よ
び
二
次
予
防
で
は
、
地
域
で

の
予
防
に
関
す
る
取
り
組
み
や
ア
プ
ロ
ー
チ

を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

一
次
予
防
で
は
、
食
事
や
運
動
、
認
知
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
血
圧
管
理
な
ど
多
角
的
な
生

活
習
慣
の
改
善
に
よ
っ
て
、
全
般
的
認
知
機

能
や
実
行
機
能
、
情
報
処
理
速
度
が
有
意
に

改
善
す
る
こ
と
が
先
行
研
究
で
示
さ
れ
て
い

る
１
）。

な
か
で
も
情
報
処
理
速
度
で
は
、
脳

皮
質
厚
が
よ
り
保
た
れ
て
い
る
対
象
者
で
、

介
入
効
果
が
有
意
に
高
い
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
お
り

２
）、

早
期
か
ら
の
生
活
習
慣
の
改
善

が
認
知
機
能
低
下
を
抑
制
す
る
可
能
性
が
示

唆
さ
れ
て
い
る
。

　

身
体
活
動
を
増
加
す
る
運
動
は
、
認
知
的

な
予
備
力
の
向
上
や
脳
ダ
メ
ー
ジ
の
軽
減
、

脳
の
炎
症
の
軽
減
に
作
用
す
る
可
能
性
が
あ

り
、
運
動
を
中
心
と
し
た
生
活
習
慣
の
見
直

し
が
望
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
近
年
で
は
、

社
会
参
加
や
対
人
交
流
の
重
要
性
が
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
通
い
の
場
へ
の
継
続
的
な
参
加

が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

　

認
知
機
能
低
下
を
予
防
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

で
は
、
有
酸
素
運
動
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
太
極
拳
な
ど
の
運
動
や
、
読
書
や
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
、
執
筆
、
計
算
課
題
な
ど

の
認
知
的
活
動
、
複
数
の
運
動
を
組
み
合
わ

せ
た
マ
ル
チ
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
運
動
な
ど
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

な
か
で
も
運
動
と
認
知
課
題
を
同
時
に
行

う
二
重
課
題
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
メ
タ
分
析

で
運
動
単
体
よ
り
も
認
知
機
能
の
改
善
に

効
果
的
な
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る

３
）。

二

重
課
題
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
健
常
高
齢
者

４
）

や
地
域
在
住
の
Ｍ
Ｃ
Ｉ
（Mild cognitive 

impairment, 

軽
度
認
知
障
害
）
高
齢
者

５
）、

医
療
機
関
の
外
来
Ｍ
Ｃ
Ｉ
高
齢
者

６
）

に
お

い
て
、
全
般
的
認
知
機
能
お
よ
び
記
憶
機
能

の
改
善
、
脳
皮
質
萎
縮
の
軽
減
、
前
頭
連
合

野
の
脳
血
流
量
増
加
な
ど
の
効
果
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
通
い
の
場
へ
の
参
加
や
認
知
機
能

低
下
予
防
の
活
動
は
、
高
齢
者
自
ら
の
意
思

で
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
継
続
性
を
高
め
る

一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考
え
る
。
高
齢
者
が

認
知
機
能
の
低
下
予
防
を
目
指
す
た
め
に

は
、自
ら
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
い
た
だ
き
、

行
動
変
容
を
起
こ
す
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
高

齢
者
自
身
の
行
動
変
容
を
我
々
が
後
押
し
す

る
た
め
に
、
①
自
分
の
生
活
を
振
り
返
る
、

②
自
己
の
機
能
を
客
観
的
な
数
字
で
知
る
、

③
興
味
の
あ
る
こ
と
か
ら
始
め
る
点
を
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
で
高
齢
者
に
伝
え
る
必
要
が

あ
る
。

　

我
々
は
、
東
京
都
江
東
区
の
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
と
協
働
し
て
、
多
機
能
測
定
会
を
実

施
し
て
い
る
。
こ
の
測
定
会
で
は
、
約
90

分
で
身
体
機
能
、
認
知
機
能
、
呼
吸
機
能
、

口
腔
・
発
声
機
能
、
社
会
的
機
能
を
客
観
的

に
評
価
し
、
即
時
に
結
果
を
出
力
し
て
介
護

予
防
に
精
通
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専

門
職
に
よ
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
っ
て
い

る
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
測
定
し
た
結
果
を
高
齢

者
自
身
に
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
自

身
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
今
後
の
改
善
点
や

通
い
の
場
へ
の
参
加
の
参
考
に
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
あ
る
。

２
）�

重
症
化
予
防
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
（
三
次
予
防
）

　

認
知
症
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ

ロ
ー
チ
に
は
、
身
体
活
動
や
記
憶
、
認
知
機

能
の
改
善
に
重
点
を
お
く
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、

心
理
面
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
改
善
に

重
点
を
お
く
ア
プ
ロ
ー
チ
、
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
療
法
、
環
境
面
や
介
護
方
法
の
改
善
な

ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
に
よ
っ
て
ア

プ
ロ
ー
チ
が
異
な
っ
て
く
る
。
し
か
し
認
知

症
患
者
の
日
常
生
活
活
動
を
維
持
向
上
す
る

た
め
に
は
、何
を
す
る
か
（
手
段
）、の
前
に
、

ど
う
関
わ
る
か
（
接
し
方
）
が
重
要
と
な
る
。

簡
潔
な
指
示
を
心
が
け
た
り
、
患
者
が
混
乱

す
る
場
合
に
は
要
求
を
変
更
し
た
り
、
穏
や

か
で
安
定
し
た
支
持
的
な
態
度
で
接
す
る
こ

と
を
心
が
け
る
こ
と
が
望
ま
れ
る

７
）。

ま
ず

は
認
知
症
患
者
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

３
．
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本
稿
は
第
７
回
Ｗ
ｅ
ｂ
講
演
会
（
10
月
15
日

～
11
月
13
日
）
の
抄
録
で
す
。

次回のWeb講演会は、
2023年1月28日（土）公開予定です。
（オンデマンドで30日間開催します）
「地域連携のあり方」
　荒川 千晶
　医療法人社団礼恵会むすび葉クリニック渋谷
　副院長
「慢性腎不全患者の認知機能低下予防」
　音部 雄平
　�大阪公立大学医学部リハビリテーション学科
　理学療法専攻 講師

2022年度 新会員制度のお知らせ 
1）	年会費は 2,000円となります。
2）	�認知症予防専門士を目指す方で、新規に
東京都支部にご入会された方は、初回ご
入会時に限り、認知症予防専門士5単位
が付与されます。（ただし、日本認知症予
防学会 学術集会 認知症予防専門士講座
の受講も必要となります）

3）	��Web講演会過去開催分（アーカイブ）を
視聴することができます。

4）	�最新情報（Web講演会開催、会報発行、
その他）をご登録メールアドレスへお知ら
せします。

	 ※�詳細はホームページを
ご覧ください。

賛助会員募集 

1）	年会費は 一口 30,000円となります。
2）	�お申込み年度はホームページ上にリンク
バナーを掲載させていただきます。

3）	�Web講演会過去開催分（アーカイブ）を
視聴することができます。

4）	��最新情報（Web講演会開催、会報発行、
その他）をご登録メールアドレスへお知ら
せします。

	 ※�詳細はホームページを
ご覧ください。

日本認知症予防学会
第3回東京都支部学術集会
	 2023年3月  4日（土）11：00～　（LIVE配信）
	 　　　　3月11日（土）～ 31日（金）（オンデマンド配信）
	 動画配信
	 東京都支部副支部長　荒川千晶
	 （医療法人社団礼恵会　むすび葉クリニック渋谷　副院長）
	 地域の現場から発信する認知症予防
	 2023年2月1日（水）まで

日 時

開催形式

大 会 長

大会テーマ

演題募集

〈演題募集要項〉 
1	 �一般演題を応募される方は、ホームページの申し込みフォーム（現在準備中）か
らエントリーしてください。

	 ※フォームご入力後、事務局より抄録や動画に関するメールをお送りいたします。
2	 �開催形式は動画配信です。ご自分で収録した動画を、下記の送付先に送ってくだ
さい。送付期限は受付メールでご案内いたします。

　　・8分間程度に収められたもの
　　・mp4形式のデータ
　　　Microsoft PowerPointの録画機能などで作成してください。
　　　（文字が鮮明に読めて聞き取りやすいものが望ましいです。）
　ご準備が難しい場合に限り、東京都支部事務局（八丁堀）で収録することも出来
ます。申し込みフォームよりどちらかを選択してください。事務局収録の場合は別
途日程等をご連絡いたします。
3	 お申し込みおよび抄録提出の締切日
　　2023年２月１日（水）
4	 演題の応募条件は以下となります。
　　・東京都支部会員の方
　　・東京都支部会員入会のお申込みを頂ける方　
	 �ご検討中の方で支部未入会の方は、エントリーと併せて入会手続きをお願いいた
します。

	 ※全国からご入会いただけます。年会費は医師・医師以外ともに￥2,000円です。
5	 動画の送付先・問い合わせ先
	 日本認知症学会　東京都支部事務局　板井朱美
	 Eメール：info@tokyoninchishou.jp

「Web講演会掲載広告」「会報掲載広告」を
募集しています。お問い合わせは、日本認知
症予防学会東京都支部事務局まで。

info@tokyoninchishou.jp

※�詳細はホームページを
　ご覧ください。

広 告 募 集


